
ー）を採用しているため、クライアント

側ではインターネットの接続環境とブ

ラウザー搭載のPCだけで導入でき、

店舗の増減にも対応しやすいことも

選択の大きな理由だったという。

入力作業の効率化を追求
レディメイドのサービスである

ASPでは、企業ごとのカスタマイズ

の要望には応えにくいことが多い。

テレフォンマスターASPサービスで

も現在のところこうした対応には限

界があるが、（株）テレステーションで

は、このシステムの構築にあたって、

特別にデータセンター内に自社のデ

ータベースをホスティングすることで、

いくつかの独自の仕様を実現してい

る。

中でも最も大きいのは、ユーザー

インターフェースの変更だ。テレフォ

ンマスターは、1次代理店から2次代

理店、専売店、併売店、量販店など

の多様なニーズに対応する機能の

豊富さが売り物だが、併売ショップ

である（株）テレステーションには不

要な機能も少なくない。これを整理

し、不要な画面や表示はスキップで

きるようにした。操作はほとんど、マ

ウスを使わないで行なえるという。

同社が、コストを負担してまでこう

した独自の機能拡張を行なったの

は、店頭で業務の合間に入力作業

を行うには、作業をできる限り効率

化する必要があるからだ。

また同時に追加された機能に掲

示板機能の拡充がある。テレフォン

マスターの標準仕様でも、全クライ

アントの画面に文字情報を表示でき

る掲示板機能があるが、これを入力

順に複数表示をさせることで、社内

の情報伝達手段として使えるように

したのだ。同社では「これによって

FAXによる店舗への一斉連絡はほ

とんどなくせる」という。

さらに同社では、このシステムの

導入に伴いほぼ全店でADSL環境

が整うことから、IP電話の導入によ

る通信コストの削減も図るという。

（株）テレステーションの卯目英喜社

長は、「販売力・提案力のある店舗

スタッフの育成、アクセサリーなどの

新規商品の開拓と同時に、社内のさ

まざまな仕組みを効率化することで、

厳しい市場環境の中で生き残れる

体質を作っていく。これができれば、

競合他社が撤退する中で新しいビ

ジネスチャンスも生れてくる」という。

テレフォンマスターASPサービス

は、まさに同社の勝ち残り戦略の鍵

を握る存在ということができるようだ。

対策も立てやすくなるというのだ。

ASPで管理コストを削減
もちろん、ネットワーク化自体は

ASPでなくても実現できる。むしろ

社内にサーバーを立て、インターネ

ットVPNで接続する形をとるのが普

通だ。

なぜ、ASPを採用したのか―

このシステムを構築を担当した吉家

禎教部長は、その理由を「停電時の

バックアップやセキリュティ対策まで

はとても社内では対応できない。こ

のサービスでは1クライアント当たり

約2万円、全拠点に導入すると月50

万円かかるが、サーバーの維持を

委託するだけでこの程度はかかる。

運用コストや管理コストを考えると、

自社でサーバーを持つことは考えら

れなかった」と説明する。

また、テレフォンマスターASPサー

ビスでは、メタフレーム（通信サーバ
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の肥大化は避けたい。ネットワーク

化により、店舗スタッフが空き時間

に販売データを入力することができ、

本部での作業の軽減ができると考え

られたのだ。

また、ネットワーク化により、各拠

点の在庫状況が店舗のPCでリアル

タイムで検索できるようになり、本部

に在庫を電話で照会していた手間

と通信費が省けるようになった。

もう1つ、ネットワーク化の目的とし

てあげられるのが、店舗が営業数値

を把握できる環境を整えることだっ

た。同社では、各店舗や近隣店舗

数店からなるブロックなどの単位で

販売や収益の目標を定め、採算性を

重視した経営を行っている。新シス

テムの稼働で店長やブロックの責任

者が、エリアが自店および他店の業

績をリアルタイムで把握できるため

京都下に直営併売ショップ「てるて

るランド」12店を展開する携帯電話

販売会社。形の上ではメーカー系大

手1次代理店を通じて、携帯電話・

PHSを仕入れビジネスを展開する「2

次代理店」だが、販売実績は携帯電

話を多い月で8000台、平均でも

5000台を売り上げる首都圏でも有

数の有力販売店だ。

同社は、3年前から、船橋市の本

部に携帯電話販売管理ソフトの「テ

レフォンマスター」を導入、効率的な

在庫管理や収益管理を実現してい

たが、昨年11月に本部のシステムを

ASPに移行、今年2月から順次店舗

への導入を進めている。

今回、同社がASPを導入に踏み

切った最大の理由は、システムのネッ

トワーク化を実現することにあった。

その狙いの1つが入力作業の効

率化だ。拠点数の増加や販売数の

増加により、各店舗からFAXで送

られてくる売上伝票のデータを本部

で一括して入力するこれまでのやり

方では処理が限界に近づいてきた

ことだった。もちろん人員を増やせ

ば対応は可能だが、携帯電話販売

の収益性が低下する中、間接部門

データセンター内に業務システム

を構築し、通信回線を介して企業

に、その機能をサービスとして提供

するASP（アプリケーションサービ

スプロバイダー）は、多額の初期投

資負担をかけずに社内システムの

整備ができることやシステムの運用

負担が軽いことから、中小・中堅企

業のIT化の有力手段として期待を

集めている。

千葉県船橋市に本部を置く携帯

電話販売会社、（株）テレステーション

は、11月から携帯電話販売管理ソフ

トベンダーのテラが提供するASPサ

ービスを活用し、首都圏に展開する

直営併売ショップ全店と本部を結ぶ

オンラインシステムを構築、経費削

減・作業効率の向上を実現した。

（株）テレステーションは、千葉県

京葉地区をはじめ茨城、神奈川、東
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ASP活用で12店舗をネット化
入力作業分散し情報も共有

ショッピングセンター内の「ららぽーと店」。
バックヤードに本部がおかれている

アクセサリー類が充実する店内。全店では月
1000万を超える売上があるという

（株）テレステーション

首都圏で直営併売ショップ「てるてるランド」を展開する有力携帯電話販
売の株式会社テレステーションは、テレフォンマスターASPサービスで
12店舗をネットワーク化、入力作業の効率化と在庫情報、営業情報の共
有を実現した。

PR

本部で集中処理している入力作業を店舗に順次
分散していく

画面には、併売ショップで必要な項目のみが
表示される

図 （株）テレステーションの社内ネットワーク

●携帯電話統合管理サービス　テレフォンマスターASPサービス事例 
分析  

第7回

卯目英喜（左）社長とシステムを担当した吉家
禎教商品管理部部長（右）


